
（別紙３）

～ 令和７年　１２月２６日

（対象者数） 15 （回答者数） 12

～ 令和７年　１２月２６日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

学びでインプットしたことを、即支援にてアウトプットでき

る

2

現状維持で良いかと思われる。

3

色々な手法を試してみる

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

現在行っているSNSやホームページ等での発信を継続して

行っていく。

2

3

職員が少人数だからこそ、全職員で全ての利用児の情報共有が

行えている。

朝礼で当日の支援の内容や前日の支援の振り返りの時間を十分

に確保できている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

見学や利用希望の申し込みに少なさを感じる。 他事業所が増えており、当事業所の周知が難しい。

その子の特性に合わせて支援を考え、提供する シートを活用して、一人ひとりを振り返り、次の支援につなげ

ていく

○事業所名 通所支援事業所ピース

○保護者評価実施期間
令和７年　１２月１日

○保護者評価有効回答数

専門的な支援を学び、スタッフがその学びのもとに支援を実施

している事

研修の参加や、コンサルテーションでの学びの時間がある。

今年度は自閉症カンファレンスやTEACCHプログラムセミナー

にて実践発表もさせていただいた。

令和７年　１２月１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和８年　１月８日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所における自己評価総括表公表


